明曠『天台菩薩戒疏』「教摂」における化法の四教 ―智顗『菩薩戒義疏』「階位」との比較を中心に― by 大津 健一 & Ken’ichi Ohtsu
 






































7 明曠疏巻上、「今随所欲、直筆銷文、取捨有憑、不違先見。則以天台為宗骨、用天宮之具縁」（T40, 580b11-12）。 
8 明曠疏巻上、「於是別円大士之所同修」（T40, 580b20-21）。 
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9 大津 2020 において、智顗疏と明曠疏の釈名段を比較・検討した。 
10 村上（2009, 790-791）、同（2017, 111-112）は、この『法華文句』と『観音玄義』の依用を例示し、智顗没後に現
行本が成立した三大部等を参照しているため智顗疏は没後の成立であると述べている（注 1 を参照）。 
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11 『四教義』巻第七（T46, 744b2-c15）や『維摩経玄疏』巻第三（T38, 536a28-b19）と関連する。 
12 大正蔵は「見」を欠くが、慈空分会『菩薩戒経疏会本』（以下、『会本』）により「見」を加える。明曠疏の他の
箇所にも「小機所見」（T40, 585c4-5）とある。 
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智顗疏巻上（T40, 564b2-27） 明曠疏巻上（T40, 581b11-19） 













16 『四教義』巻第八（T46, 748b9-750b22）や『維摩経玄疏』巻第三（T38, 537b12-538a2）と関連する。 
17 大正蔵は「三」とするが、諸刊本（大津 2019）や『会本』により「二」に改める。 
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20 『四教義』巻第九（T46, 752c2-16）や『維摩経玄疏』巻第三（T38, 538c27-540a27）と関連する。 
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23 水野（1984, 9-19）など。 
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26 智顗疏巻上（T40, 564c16-565a6）。 
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32 『摩訶止観』巻第六下、「具行六度、事理無減、成第五品」（T46, 85a14）。 
33 『四教義』巻第十一（T46, 762b16-c8）と関連する。 
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37 『四教義』巻第十一・十二（T46, 762c27-764c26）、『維摩経玄疏』巻第四（T38, 541a7-542a10）と関連する。 
創価大学大学院紀要・第 42集・2021年 3月 















































































41 『法華玄義』巻第五下、「円信円行、不由歴別、於一生中、即入初住、得見仏性」（T33, 739c29-740a1）。 
42 『止観大意』「上根一観横竪該摂、便識無相衆相宛然、即破無明登於初住」（T46, 460b17-19）。 
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47 池田 1975b ほか。 
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48 塩入 1961, 同 1968。 
